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 9 月 20 日(水）、幼稚園生と 1 年生の交流活動が

ありました。シャボン玉遊びを一緒に楽しみました。

幼稚園生はちょっと緊張気味。1 年生がやさしく教え

てあげながら運動場いっぱいにシャボン玉を飛ばして

いました。こうして、小学校の雰囲気に慣れながら来

年の 4 月に 1 年生になります。楽しみですね。 

 

 

 

学校評価（7月実施）：保護者アンケートより ③ 

 先生方は、学校生活の中で、一人一人のがんばりや成長を常に実感しています。保護者においてもこ

のような認識があるということは、とても大切なことで、まわりの大人がお子さんに対して、その成長

やがんばりをほめ、認めてあげることで、子どもたちの意欲は大きく高まります。 

 このような状況を「正のスパイラル」といったりしますが、子どもの育ちはそういう前向きな環境の中で豊

かになります。何より大切なのは、子ども自身が自分の成長を実感できることです。 

 

とてもそう思う 少しそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

R5.７月 68% 31% 1% 0%

学校評価（保護者）

「学校生活を通して、子どもの成長を実感している。」

R5.７月

とてもそう思う 少しそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

子どもは失敗から学ぶ 

 子どもの成長にとってもう一つ大切なことは、失敗や問題から学び、成長するということです。友だちとの関

係や認識の未熟さから、子どもたちは様々な失敗や問題を起こします。大切なことは、その課題からどう学び、

生かしていくかという視点です。子どもの失敗を受け止めること、ただ怒るのではなく、どう学ばせるかをまわ

りの大人がていねいに関わっていくことが大切だと感じます。 

「学校生活を通して、子ど

もの成長を実感してい

る。」 

１ 保護者の肯定的評価 

（９９％）が高い。 

 

☆ ほとんどの保護者

が、子どもの成長を実感

している、という結果が

出ました。子どもの成長

は保護者にとってもほめ

る材料がある、というこ

とです。継続していきた

い内容です。 


